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ＩＣＴ地域活性化懇談会 概要

1. 検討事項
・ 地域の自主性と自立性を尊重しつつ、ＩＣＴを軸として、地域が自ら考え実行する「地域自立型」の地域活性化を総合的に推進するため、

ＩＣＴによる地域活性化の在り方を検討。
【検討項目】 ● 地域がＩＣＴ利活用に取り組む上で抱える課題

● 課題解決に向けた取組の方向性 等

2. 検討状況

・ 平成２３年１月２６日、ＩＣＴによる地域活性化の在り方を検討する総務大臣主宰の「ＩＣＴ地域活性化懇談会」を設置。
・ 平成２３年２月１０日以降、計３回の会合を開催し、検討を実施。５月３１日に中間整理を取りまとめ、次回会合では、提言をとりまとめ予定。

構成員 （敬称略）（平成２３年５月現在）

氏 名 主 要 現 職

座 長 金子 郁容 慶應義塾大学 政策・メディア研究科 教授

座長代理 坪田 知己 (株)コラボトリエ 代表取締役

構成員 安藤 周治 NPO法人ひろしまNPOセンター 代表理事

〃 奥田 貢 和歌山県 北山村長

〃 嘉田由紀子 滋賀県知事

〃 片岡 恵一 愛知県 岩倉市長

〃 岸本 晃 (株)プリズム 代表取締役

〃 後藤 和子 埼玉大学 経済学部・経済科学研究科 教授

〃 近藤 則子 老テク研究会 事務局長

氏 名 主 要 現 職

構成員 坂本世津夫 四国情報通信懇談会 運営委員長

〃 立石 聡明 (有)マンダラネット 代表取締役

〃 土井美和子 (株)東芝 研究開発センター 首席技監

〃 藤沢 烈 RCF 代表

〃 本田 節 (有)ひまわり亭 代表取締役

〃 本田 敏秋 岩手県 遠野市長

〃 三友 仁志
早稲田大学 国際学術院アジア太平洋研究科

教授

〃 横石 知二 (株)いろどり 代表取締役社長
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● 東日本大震災により、東日本の復興さらには日本全体の再生が喫緊の課題
● ＩＣＴ（情報通信技術）による地域活性化は、被災地の復興さらには日本の再生を目指す上で、重要なテーマ

１ 基本的な考え方

（１）地域社会が抱える課題

（２）ＩＣＴ利活用ニーズの把握等に関する課題

（３）人材に関する課題

（４）関係主体の連携に関する課題

（５）コスト負担に関する課題

２ 地域が抱える課題

（１）ＩＣＴによる地域活性化推進に当たっての基本的理念

政策パラダイムの転換

ＩＣＴ利活用の推進

①「地域住民本位」の

②「地域自立型」の

③「底上げ型」の

④「多様な連携型」の

⑤「人に優しい」

－事業者中心から利用者中心へ－

－組織中心から国民中心へ－

－技術中心から人中心へ－

３ 課題解決に向けた取組の方向性

（１）地域ＩＣＴ人材の育成・活用の推進

（２）課題解決指向の「地域自立型」の取組の推進

（３）地域におけるＩＣＴ利活用基盤整備の推進

４ 今後展開すべき具体的施策

（２）これまでの国の支援策に関する評価

（４）官民情報連携の推進

（５）様々な分野におけるＩＣＴ利活用による地域活性化

（３）今後の国の役割と支援の在り方

ＩＣＴ地域活性化懇談会 中間整理の全体像
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